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 手を貸そう     

～ガバナーメッセージ～ 

「国際大会（関西）へご一緒に」 

国際ロータリー第２８４０地区 

ガバナー    森 田  均 

 ガバナーに就任して、あっという間に１ヶ月が経過しました。 

 その間、７月２２日の前橋ロータリークラブを皮切りに第１分区６ロータリーク 

ラブ連続しての公式訪問をこなし、また各種行事や会議への出席さらには寄稿文の 

起案やらで、想像して以上に慌ただしい時間が経過しています。 

 もちろんこの忙しさはスタッフも事務局も同様で、そのため地区内ロータリーアン 

の方々には様々な失礼やらご迷惑をお掛けしておりますが、軌道に乗るまでの今暫

くの間、「思いやり」の心で接して頂ければ幸いです。 

 そんな訳で、早くも１年後に「閑座して松風を聞く」自分の姿をつい思い浮かべ 

ている私自身を叱咤している、今日このごろです。 

 

 ところで、すでに各ロータリークラブには、ＲＩから国際大会（関西）の登録資

料が届きましたでしょうか。 

 私の地区強調事項の７番目に「国際大会（関西）の推進」が掲げられていますし、 

前号にも詳細な案内が掲載されていますので、今回はそのこぼれ話を少々を書かせ

て頂きました。 

 この次、日本で開催されるのは、いつになるか判りません。 

 地区内ロータリーアンの皆さん、是非とも今度の国際大会（関西）にご一緒に登録 

・ 参加し、共に学びそして楽しもうではありませんか。 

 

  

国際大会（関西）こぼれ話 

   〔名称〕 

    ＲＩでは、都市名を冠する慣行のため「大阪国際大会」と呼ぶが、日本 

    では関係４地区合同開催のため「国際大会（関西）」と呼んでいる。 

   〔登録手続〕 

    ＲＩが受付けることになるが、０４年３月１５日まではＲＩ日本事務局 

    が受付けている。但し本年１２月１５日までなら、登録料が安い。 

   〔登録料〕 

    ＲＩが決定したもので、全額ＲＩに送金される。 

    なお各ロータリーアンが５年間にわたり拠出した基金は、国際大会実行委員

会において使用される。ちなみに大阪ドームの使用料は一日、1500万円とか。 

   〔地区での登録者の把握〕 

    地区では、各ロータリークラブから送付される登録申込集計表から登録者 

    を把握することになる。 
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～会員増強及び拡大月間によせて～ 

「会員組織の強化について」 

      RI ﾒﾝﾊﾞｰｼｯﾌﾟｿﾞｰﾝｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
          渡 邊  隆 
１ マジィアベ R.I 会長は、「あなたのクラブに手を貸す」方法として、会員組

織の強化のために、クラブの全会員がその一員として、クラブにとって重要な

貢献をするのになくてはならないロータリアンであることを自覚することが重

要であると強調し、①２００４年１月までに３％の会員成長率を達成すること、

②減少率を年度３％未満とする、退会防止計画を立案することを、全クラブに

対して要請しています。 
２ この近年、メンバーシップを単に「会員増強」としてのみ把えるのではな

く、もっと広く「会員組織の強化」の問題として考えるようになって来ていま

す。この変化のもつ意義は、決して小さなものではありません。ということは、

ただ増減を議論するだけではなく、その前提としてクラブ自体の活性化につい

て、もっと真剣に討議点検してほしいということです。例えばクラブの組織と

運営の面において、新入会員をどうフォローしていくべきか、充分に考慮する

こと。折角入会した新会員に「やる気」を起こさせる任務を与えるように適切

な配慮が大切で、新会員が一日も早くロータリーの組織自体に馴れ親しむこと

ができるような企画運営が、必要不可欠であることは言うまでもありません。 
 人は誰も「話してくれたことは、忘れてしまうでしょう。示してくれたこと

は覚えているかもしれません。しかし参加させてくれたなら、決して忘れるこ

とはないでしょう。」という言葉があります。これは、'９８－'９９のレイシー

元 R.I 会長が強調していたところですが、あなたのクラブの実際の会員組織の在

り方が、現実に会員全員の持てる力をすべて引き出すことができるようになっ

ているかどうか、各メンバーのそれぞれの能力に応じた役職を与え、クラブ全

体の組織的な活動を維持し、さらに向上させることができるよう、ポール・ハ

リスが常々口にしていた「寛容」の心をもって再点検して下さることを、改め

てこの際特にお願いいたします。 
３ 特に今年は、２００５年にロータリーの１００周年を迎えるに当たって、

R.I は各クラブに対して１００周年記念として R.I の会員１５０万人の目標達成

に協力するため、すべて「会員増強目標」を設置するよう求めています。もち

ろん、現下日本の経済環境のもとでは、決して生易しいことではありませんが、

増強の前提として、まずクラブの日常の活動が地域社会にとって、充分評価さ

れるものであること。そのために各クラブの特殊性と自主性に基づくプランを

着実に実行すること。そのようなプログラムを実施することによってのみ、そ

の地域においてロータリーの存在感を認知させることができるのではないかと

思います。それがやがて新会員の獲得につながり、新旧相携えて、ロータリー

活動の意義を充分に発揮することができるのではないでしょうか。 
 
         以 上 
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～委員会報告～ 

「第１回ＩＴ委員会」 

国際ロータリー第２８４０地区 

ＩＴ委員会委員長 川島 理  

日 時：２００３年６月２４日（火）１９：００～ 

場 所：群馬ロイヤルホテル 

出席者：クラブ奉仕委員会大委員長 花井 博将（前橋西） 

        ＩＴ委員会委員長 川島  理（渋川みどり） 

        ＩＴ委員     小林 直樹（前橋東） 羽鳥  隆（桐生西） 

        オブザーバー   金井  修（前橋西） 

議 題：１、地区ＨＰの運営について 

   地区ドメインの固定 http://www.rid2840.jp 

   HPのタイトル 2840地区ﾎー ﾑﾍ゚ ｼー゙  ﾄｯﾌ゚ ﾍ゚ ｼー゙ はIT委員会で作成、完成しだいｱｯﾌ゚ する 

   ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞから各年度へのリンク設定 

    00-01 年度 2840 地区ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ /sekiguchi 

    01-02 年度 2840 地区ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ /kiyoshi 

    02-03 年度 2840 地区ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ /yano 

     矢野ｶﾞﾊﾞﾅｰ事務局へﾘﾝｸ、事務局が閉鎖したら、こちらに移植する 

    03-04 年度 2840 地区ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ   /morita 

     当面は、森田ｶ゙ ﾊ゙ ﾅー 事務局へﾘﾝｸする、その他のﾘﾝｸ等については運用後適宜加える 

    ２、今年度の活動 

   地区の方針である「FAX による連絡で行う」に沿った活動を行う 

∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗ 

「第２回地区問題委員会報告」 
国際ロータリー第２８４０地区 

地区問題委員長  北村  彪 

日 時：２００３年７月２日（水）１２：００～ 

場 所：マーキュリーホテル（前橋市） 

出席者：地区問題委員会大委員長  北村  彪 

    地区問題・地区拡大委員会 曽我 孝之・樋口 一枝 

    女性会員増強委員会    稲木 愛子・小田嶋祝子・橋本 廣子 

    担当地区副幹事      千明三右衛門 

議 題（1）地区内会員少人数のクラブの訪問について 

     ７・８月中にクラブ訪問を行い、実状を聴取し対応策を検討する。 

     尚、クラブ訪問に於いては、分区担当ｱｼｽﾀﾝﾄｶﾞﾊﾞﾅｰに同行してもらう。 

   （2）女性下院増強セミナーについて 

     開催日時 ９月２０日（土）１０：３０～ 

     場  所 前橋市 マーキュリーホテル 

     参加対象 ・地区内女性会員及び、ｸﾗﾌﾞ会長ｴﾚｸﾄ或いは会員増強委員長とする。 

          詳細ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについては次回委員会にて検討を行う。 

   （3）次回委員会開催について 

     日  時 ８月６日（水）１２：００～ 

     場  所 前橋市 マーキュリーホテル 

４ 
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～委員会報告～ 

「インターアクト合同会議の報告」 

国際ロータリー第２８４０地区       
インターアクト委員会委員長  近野 雅博 

 7 月 6 日（日）11 時 30 分から 15 時 30 分に高崎市内の長谷川ホテルに於いて、インタ

ーアクター・顧問教師・ロータリアンの合同会議を開催しました。参加者は６９名、うち 
地区役員 6 名・インターアクター20 名・未提唱クラブから９名の参加を頂きました。 

会議は、「全体会議」と「質疑応答と意見交換」の２部構成制で行いました。 
第１部の全体会議は、森田ガバナーより講話を頂きましたが。ガバナーの希望により第

２部の意見交換の時間を長く取るようにと、例年の講話時間の半分以下に要約していただ

きました。有難うございました。 
合同会議を開催するのにあたり、インターアクト活動状況アンケートを毎年実施して、

合同会議の資料としています。 
今回、アンケートと一緒に合同会議用議案希望を募りました中に、インターアクターは

アクター同士だけの意見交換し、顧問教師とロータリアンの意見交換の場を持ってはとの

意見がありましたので急遽、全体会議の後、２会場に別れて質疑応答と意見交換を行いました。 
顧問教師との会議は、インターアクト委員の清水さんの司会で、下田新世代奉仕委員長

を中心に議事を進めました。議題はインターアクトクラブ間の合同行事やロータリークラ

ブとの合同行事・インターアクト年次大会の活動内容についてまた海外研修等についてでした。 
未提唱クラブの桑原三郎さん（太田南ＲＣ）よりインターアクトクラブを設立する時の

失敗をしない為の事例が有りましたら、聞かせてくださいと質問があり、下田委員長より

事例を挙げて説明がありました。 
インターアクターとの会議は、インターアクト地区代表の新井さんの司会で、オブザー

バーとして佐藤地区副幹事にお願いし議事を進め、議題は活動報告と活動で得た体験につ

いての発表が多く出されていました。 
今回、2 会場に分けたために質疑が多く交わされたと思われます。 
 

              

  ガバナー     新世代奉仕委員長   インターアクト委員    顧問教師・ｲﾝﾀｰｱｸﾀｰ 

５ 
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～委員会報告～ 

「会員増強・退会防止セミナー報告」 
国際ロータリー第２８４０地区      
会員増強退会防止委員会委員長 本田博己 

 去る７月１２日（土）、渋川プリオパレスに、各クラブの会長・会員増強委員

長の皆様にお集まりいただき、今年度第１回目の「会員増強・退会防止セミナ

ー」を開催いたしました。 
 新年度のスタートに当たり、「会員増強」「退会防止」の重要性を再確認し、

共通認識をもって、各クラブの活動に取り組んでいただくためのセミナーです。 
 第１部は、花井博将クラブ奉仕委員長の開会挨拶、森田均ガバナー、高木貞

一郎研修リーダーのご挨拶の後、お招きした RI メンバーシップ第１ゾーンコー

ディネーターの渡邊隆様（習志野 RC）に『会員組織の強化について』というテ

ーマでご講演をいただきました。その中で渡邊様は「会員増強を会員数の増加

としてのみ捉えるのではなく、会員組織の強化の問題として考えることが必要

です」と強調されました。 
 ご講演の後、会員組織の現状について共通認識を得るため、地区会員増強委

員会より、2840 地区発足以来の会員数の推移、クラブ規模別の会員数減少の実

態や入会金・年会費のアンケート調査結果等の説明をいたしました。 
 第２部は、意見交換と討論の時間とし、２つのグループに分かれて進行しま

した。第 1 グループは、会長の皆様で「魅力あるクラブづくり」について、第

２グループは会員増強委員長の皆様で「会員増強の具体的施策」について、そ

れぞれ分区単位でグループ・ディスカッションを行いました。 
 １時間半におよぶ大変活発で熱心な議論の後、グループ・ディスカッション

の要旨を発表していただき、半日間のセミナーを終了いたしました。各クラブ

の会長・会員増強委員長の皆様にはご協力本当にありがとうございました。 
 なお、来年１月ごろ（日程未定）第２回目のセミナーを計画しております。

年度も半期が経過した時点で、各クラブの「会員増強・退会防止」の取り組み

についての情報交換・意見交換を中心に行いたいと考えております。 
 また、今月８月は、「会員増強および拡大月間」となっております。各クラブ

の会員の皆様にその趣旨の徹底をお願いいたします。 

           
RIMZC 渡邊 隆様            来賓紹介                 全体風景 

６ 
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～委員会報告～ 

「2003-04 年度 Ｒ財団国際親善奨学生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ」 

国際ロータリー第２８４０地区 02-03 年度   

ロータリー財団委員会担当副幹事 正田 恵一 

開催日時    ２００３年６月２９日 11:00～14:30 

会場      桐生プリオパレス 

出席者     秋間Ｒ財団委員長・笹川奨学金増進委員長・長谷川：富田奨学金委員 

        根本地区幹事・正田地区副幹事・Ｇ事務局 

国際親善奨学生 1 年 笠木美希子(世話：前橋北) 2 年 平岡幸子(世話：太田) 

 

 国際親善奨学生が本来の目的である留学先とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをはかる為の指導

を行った。 

 まず、Ｒ財団委員長の意義を説明し、そして 2840 地区のﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞとその活

動状況を受け入れ先に伝えられるよう、又 有意義な留学生活を実現して頂く

ために留学にあたっての出発前、留学中、帰国後についての留意点を細かく説

明した。 

 出席した二人の奨学生も質疑応答の中での留学手続の苦労話などを報告し、

我々も勉強させられ有意義に終始したｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝであった。 
∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗ 

「国際ロータリー第 2840 地区 2002-03 年度 群馬学友会総会報告」 

国際ロータリー第２８４０地区 02-03 年度 

ロータリー財団委員長    秋間 良憲 

日時  ２００３年７月５日（土）６：３０ＰＭ 

場所  前橋東急イン 

出席者 学友会  会長 西 基和 

         会計 氏原 昭彦 

         奨学生ＯＢ・ＯＧ ４名   ＧＳＥＯＢ・ＯＧ ２名 

         03－04年度奨学生 平岡 幸子 02－03年度ＧＳＥ 小林 美季 

         ロータリアン 曽我 隆一（前橋 RC）秋間 良憲（前橋東 RC）  
以上１２名 

開会 

挨拶  群馬学友会  会長 西 基和 

    ２８４０地区 Ｒ財団委員長 秋間 良憲 

総会  ２００２年度 活動報告・会計報告 

    ２００３年度 活動計画 

    その他 

懇親会 曽我隆一（前橋ＲＣ）氏の乾杯の発声で開催され出席者全員が体験表

や意見交換を行い、有意義な時間を過ごし和やかな内に散会しました。 

７ 
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～会議報告～ 

「第３回諮問委員会 諮問委員・AG・大委員長合同会議 懇親会」 

報告者 堀口 信行 
開催日 ２００３年６月２８日（土） 
会場  高崎ビューホテル 

 ○ 第３回諮問委員会 １１：３０～１２：３０（白根） 
  パストガバナー４名 ガバナー ガバナーエレクト ガバナーノミニー 
  地区幹事２名     
○ 諮問委員・ＡＧ・大委員長合同会議 １３：００～１５：００（妙義） 
パストガバナー４名 ガバナー ガバナーノミニー ＡＧ３名 大委員長７名 
地区幹事２名 地区資金委員２名 地区副幹事２名 事務局２名 

○ 懇親会 １５：３０～１６：３０（榛名） ４５名 
 
２００３年６月２８日 高崎ビューホテルにて第３回諮問委員会及び諮問委員・ＡＧ・大

委員長合同会議が開催されました。 
 先ず上記時間スケジュールで諮問委員会が（９名）行われ、矢野ガバナーより報告がな

され、ご承認を頂きました。 
 次の合同会議では諮問委員会の内容報告（ガバナー）が有り、出席ＡＧ（３名）と大 
委員長（７名）の方々の活動報告及び意見発表の後、質疑応答及び矢野ガバナー講評にて

合同委員会終了。 
 懇親会では小委員長、委員の方々の出席を（４５名）頂き、矢野ガバナーから皆様へ一

年間のご協力に対する感謝の挨拶で始まり、ＡＧ・大委員長の方々へ感謝の盾を贈呈。一

年間の思い出話や苦労話に花が咲き、和気あいあいの内に終了。 
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2003 年度がスター

改定されます。 

米山功労者をもっと

表彰を累計 10 万円

ぜひ、今回の改定に

労者になられますよ

新表彰制度は・・・

� 準米山功労者（

廃止となります

� 米山功労者の表

� 新名称は第１回

を「米山功労者

ードナー）」と

� すでに米山功労

彰回数に変更と

功労者となりま

〔例〕累計 30 万

現在： 

「第１回

� 表彰品は米山功

謝状を入れるケ

現在の表彰品で

性：ブローチ）

は裏面をご覧下

� 米山功労法人、

更ありません。

� 新しい感謝状は

お送りいたしま

         

         
（財）ロータリー米山記念奨学会

 

トしました。新年度から特別寄付に対する表彰制度が、一部

身近な目標としていただくために、現行の累計 30 万円毎の

毎の表彰に改定いたしました。 

ついて積極的にＰＲをしていただき、会員の皆様が米山功

うよろしくお願いいたします。 

 

累計３万円）と米山ファンドフェロー（累計 15 万円）は 

。 

彰は、現行の累計30万円毎から累計10万円毎に変わります。 

に達した方を「米山功労者」、第２回から第９回に達した方

（マルチプル）」、第 10 回以上の方を「米山功労者（メジャ

お呼びいたします。 

者となられている方は、自動的に新制度の 10 万円刻みの表

なります。10 万円以上のご寄付されている方はすべて米山

す。 

円達成者 

           改定後： 

米山功労者」     「第３回米山功労者（マルチプル）」 

労者になられる毎に感謝状をお贈りします。（第１回には感

ースが付きます）。 

ある盾（メダル付き）およびピン（男性：ネクタイピン、女

は現行と同様に 30 万円毎にそれぞれ贈呈いたします。（詳細

さい。） 

特別米山功労法人および米山功労クラブに対しての表彰は変

 

７月以降に功労者になられた時点でお贈りします。遡っては

せんので、お申し出いただければお贈りいたします。 

＊問い合わせ先＊ 

財団法人 ロータリー米山記念奨学会 

         TEL：03-3434-8681 FAX：03-3578-8281 

                  担当：志村・大庭 
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～米山記念奨学会より～ 

（財）ロータリー米山記念奨学会 

米山功労者表彰制度 
２００３年７月１日施行 

寄付累計額 表彰名称（呼称） 表彰品 

１０万円  第１回 米山功労者 感謝状（ケース付） 

２０万円  第２回      （マルチプル） 感謝状 

３０万円  第３回      （     ） 感謝状および盾（メダル付） 

４０万円  第４回      （     ） 感謝状 

５０万円  第５回      （     ） 感謝状 

６０万円  第６回      （     ） 感謝状およびピン(銀製石なし) 

７０万円  第７回      （     ） 感謝状 
８０万円  第８回      （     ） 感謝状 
９０万円  第９回      （     ） 感謝状およびピン(銀製ｻﾌｧｲｱ) 

１００万円  第１０回   （メジャードナー） 感謝状 
１１０万円  第１１回   （       ） 感謝状 
１２０万円  第１２回   （       ） 感謝状およびピン(銀製ﾙﾋﾞｰ) 

１３０万円  第１３回   （       ） 感謝状 
１４０万円  第１４回   （       ） 感謝状 
１５０万円  第１５回   （       ） 感謝状およびピン(銀製ｴﾒﾗﾙﾄﾞ) 

１６０万円  第１６回   （       ） 感謝状 
１７０万円  第１７回   （       ） 感謝状 
１８０万円  第１８回   （       ） 感謝状およびピン(銀製ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ) 

１９０万円  第１９回   （       ） 感謝状 
２００万円  第２０回   （       ） 感謝状 
２１０万円  第２１回   （       ） 感謝状およびピン(18 金製ｻﾌｧｲｱ) 

２２０万円  第２２回   （       ） 感謝状 
２３０万円  第２３回   （       ） 感謝状 
２４０万円  第２４回   （       ） 感謝状およびピン(18 金製ﾙﾋﾞｰ) 

２５０万円  第２５回   （       ） 感謝状 
２６０万円  第２６回   （       ） 感謝状 
２７０万円  第２７回   （       ） 感謝状およびピン(18 金製ｴﾒﾗﾙﾄﾞ) 

２８０万円  第２８回   （       ） 感謝状 
２９０万円  第２９回   （       ） 感謝状 
３００万円  第３０回   （       ） 感謝状およびピン(18 金製ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ) 

     （       ） 感謝状 
     （       ） 感謝状 

４００万円     （       ） 感謝状およびクリスタルの盾 

     （       ） 感謝状 
     （       ） 感謝状 

５００万円     （       ）  感謝状およびクリスタルの盾 

   感謝状 

１０００万円    （       ） 感謝状およびクリスタルの盾 

＊ ３００万円以降は１０万円毎に感謝状をお贈りします。なお、１００万円達成毎にクリスタルの盾をお贈りいたします。
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  Spouse 通信 vol.1 
                                            ガバナー配偶者 森田 光子 

 

ジョナサン B.マジィアベＲＩ会長の配偶者アデさんが、６月６日死去されました。アナハイ 
ムの国際協議会において、常にマジィアベ会長の傍らに在り、数々 の配偶者プログラムで率 
先して活躍しておられた姿が思い出されます。心よりご冥福をお祈りいたします。 

 

なぜ「配偶者」？ 
 近年、女性会員の増強に力を入れているロータリーでは、「配偶者（spouse）」

という語を使っています。 
 アナハイムで、その言葉の必然性を肌で感じてきました。世界各国から集まって

きた女性ガバナーの数は思いの他多く、当然、配偶者プログラムにも男性の姿が見

られたからです。ただ、配偶者が女性であっても男性であっても共通していたのは、

ガバナーの活動を理解し、心から支えようという姿勢であったのは言うまでもあり

ません。 
 マジィアベ会長の強調事項の中に「ロータリー家族」があります。その背景には、

長年のロータリアンとしての活動を支えてこられたアデさんへの、愛情と敬意が存

在していることでしょう。マジィアベ会長夫妻はまさに二人三脚で、ロータリーの

道を歩んで来られたのだと、アナハイムでの夫妻を見ていて感じました。 
 ところで、皆さんは、ロータリアンとしてのご自分を、どのくらい配偶者に見せ

ていますか？ 
∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗ 

文   庫  通  信（190 号） 
「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。 
 ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、１万９千余点を収集・整備し皆様のご利用に備えており 
ます。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピー 
サービスも承ります。 

 クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご 
介を致します。 

地区大会講演より 
 ◎「21 世紀における日本の課題」 吉田學 2003 10ｐ(D.2690 地区大会) 
 ◎「日本・最良の選択」 俵孝太郎 2003 17ｐ(D.2690 地区大会) 
 ◎「地方都市の論理と主張」 大原謙一郎 2003 19ｐ(D.2690 地区大会) 
 ◎「現代日本の課題とその前途」 中曽根康弘 2003 9ｐ(D.2580 地区大会) 
 ◎「怪しげな時代を迎えて」 渡部昇一 2003 8ｐ(D.2770 地区大会) 
 ◎「どうなる日本の政治と経済」 森田実 2003 6ｐ(D.2760 地区大会) 
 ◎「行政とボランティア」 田中康夫 2003 6ｐ(D.2600 地区大会) 
 ◎「新しい時代の潮流」 宮崎緑 2003 14ｐ(D.2740 地区大会) 
 ◎「アメリカとアメリカ人」 大囿純也 2003 6ｐ(D.2740 地区大会) 
 ◎「心の健康は素敵なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝから」 福島敦子 2003 18ｐ(D.2540 地区大会) 

〔上記申込先：ロータリー文庫（コピー）〕 
〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-3abc 会館 7 階  

tel(03)3433-6456fax(03)3459-7506http://www.rotary‐bunko.gr.jp 
     ロータリー文庫 開館＝午前 10 時～午後 5 時 
             休館＝土・日・祝祭日  
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～新会員紹介～ 

           

福田 一男           田中 岳志            奈良 政行    
前橋ロータリークラブ             前橋ロータリークラブ            前橋西ロータリークラブ 

入 会 日：２００３年６月１７日        入 会 日：２００３年６月１７日       入 会 日：２００３年４月４日 

職業分類：中央銀行              職業分類：損害保険             職業分類：ソフトウェア開発 

勤 務 先：日本銀行前橋支店          勤 務 先：日動火災海上保険㈱群馬支店     勤 務 先：㈱シンク 

役    職：支店長               役    職：支店長              役    職：代表取締役 

推 薦 者：吉田恭三              推 薦 者：堤公男              推 薦 者：竹内嘉一 

                      

筑井 孝子            清水 憲明            峰岸 祥子 

前橋西ロータリークラブ           前橋西ロータリークラブ            前橋西ロータリークラブ 

入 会 日：２００３年６月６日        入 会 日：２００３年６月６日         入 会 日：２００３年６月２７日 

職業分類：造形教室             職業分類：タクシー業             職業分類：社会保険労務士 

勤 務 先：シャローム造形教室        勤 務 先：清水タクシー(有)          勤 務 先：みくに労務管理事務所 

役    職：主宰               役    職：代表取締役             役  職：代表取締役 

推 薦 者：清水正巳             推 薦 者：千木良芳明             推 薦 者：千木良芳明 

                                                       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藍原 博士      舩戸 義澄      須永 吉信       湯浅 明廣 
桐生西ロータリークラブ    桐生西ロータリークラブ    桐生赤城ロータリークラブ     高崎ロータリークラブ 

入 会 日：２００３年７月４日 入 会 日：２００３年７月４日 入 会 日：２００３年７月２日   入 会 日：２００３年７月７日 

職業分類：日本料理      職業分類：仏教(天台宗)    職業分類：医師(呼吸器科)     職業分類：LP ｶﾞｽ販売 

勤 務 先：(有)ﾋﾛ・ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ  勤 務 先：安養寺)       勤 務 先：(医)須永医院      勤 務 先：(協)第一ｶﾞｽ 

       和風レストランやまもと 

役    職：代表取締役     役    職：住職        役  職：理事長         役  職：理事長 

推 薦 者：鈴木理之      推 薦 者：江原利夫 根本正則 推 薦 者：金井栄則        推 薦 者：深堀達義 
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～物故者～ 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

  

謹んでご冥福をお祈りいたします 
前橋西ロータリークラブ 
木村 邦彦 殿 
２００３年５月２７日逝去（６７歳） 
事業所:㈱アライヤ 
ロータリー歴：昭和６２年３月６日入会 
       １９９７年～９８年度 幹事 
       マルチプル・PHF 米山ファンドフェロー 
 

～アデ・マジィアベＲＩ会長夫人のご逝去を悼んで～ 

 

             
 
 

ジョナサン・マジィアベＲＩ会長の奥様 
            アデ・マジィアベ夫人が、２００３年６月

            ６日に英国でお亡くなりになりました。 
            謹んでご冥福をお祈りいたします。 
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月初 月末 増減 女性 月初 月末 増減 女性

前橋 4 93.73 99 98 -1 2 高崎東 4 88.16 61 56 -5 0
前橋西 4 96.07 69 71 2 2 富岡中央 5 90.48 44 39 -5 1
前橋東 4 91.67 71 71 0 0 高崎ｼﾝﾌｫﾆｰ 4 87.77 51 49 -2 3
前橋北 3 97.40 61 59 -2 3 碓氷安中 5 71.43 28 27 -1 3
前橋南 3 95.12 41 39 -2 0 高崎ｾﾝﾄﾗﾙ 3 75.61 43 41 -2 0
前橋中央 4 85.22 38 38 0 5 藤岡南 4 91.38 36 27 -9 3
合計(6クラブ) 93.20 379 376 -3 12 富岡かぶら 4 77.81 32 30 -2 1
桐生 3 74.00 67 62 -5 0 合計(14クラブ) 85.68 674 630 -44 20
伊勢崎 3 94.12 74 70 -4 0 太田 4 79.26 95 95 0 0
桐生南 4 76.06 54 49 -5 3 館林 5 87.82 60 59 -1 0
群馬境 4 95.81 47 46 -1 3 大泉 4 83.97 56 56 0 2
桐生西 4 92.93 66 61 -5 1 太田西 4 85.00 40 40 0 1
伊勢崎中央 4 89.58 63 62 -1 0 太田南 4 88.12 54 49 -5 0
伊勢崎南 3 87.30 42 40 -2 1 館林西 4 80.21 29 29 0 0
桐生中央 4 84.42 39 38 -1 5 新田 4 90.38 34 32 -2 0
伊勢崎東 3 89.81 36 34 -2 1 館林東 4 82.50 32 32 0 1
桐生赤城 4 91.07 44 42 -2 2 太田中央 4 82.86 35 35 0 2
合計(10クラブ) 87.51 532 504 -28 16 館林ﾐﾚﾆｱﾑ 4 79.16 32 28 -4 0
高崎 3 88.09 74 74 0 0 合計(10クラブ) 83.93 467 455 -12 6
高崎南 4 94.28 72 68 -4 3 渋川 4 95.27 74 71 -3 2
富岡 4 98.14 58 56 -2 3 沼田 4 95.61 56 54 -2 0
藤岡 4 95.91 58 52 -6 2 草津 4 87.50 29 27 -2 2
安中 4 86.03 34 31 -3 0 水上 4 81.25 8 8 0 0
高崎北 4 83.33 63 60 -3 0 中之条 4 82.00 28 28 0 1
藤岡北 3 71.10 20 20 0 1 沼田中央 5 92.07 64 61 -3 0

渋川みどり 3 96.67 45 43 -2 2
合計(7クラブ) 90.05 304 292 -12 7

8月の公式訪問予定 8月の行事予定
8月5日 桐生赤城 8月3日 ロータリー財団セミナー
8月7日 桐生中央 8月10日 ローターアクト合同会議
8月8日 桐生西 8月17日 前橋RC５０周年記念事業

8月18日 桐生 8月17日 R財団国際親善奨学生選考会
8月19日 伊勢崎南 8月24日 国際奉仕研修セミナー
8月20日 伊勢崎
8月22日 群馬境
8月25日 伊勢崎東
8月27日 桐生南
8月28日 伊勢崎中央

◆　第２８４０地区　２００３年６月出席報告

女性会員数

61 87.60

当月平均出席率６月末日

2,257

純増減会員数

-99

クラブ数

47 2,356

月初

会員数

第
３
分
区

◆　公式訪問　・行事予定

会　員　数出席率
(%)

クラブ名
例
会
数

第
１
分
区

第
２
分
区

◆　８月のロータリーレートは

　　　　１ドル　１１６円　です

クラブ名
例
会
数

出席率
(%)

会　員　数

第
３
分
区

第
４
分
区

第
５
分
区
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